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ピベラジン製剤による蝶虫駆虫について

荻野 淑郎
国立予防衛生研究所寄生虫部埼玉県本庄保健所

阿部治子

埼玉県本庄保健所

（昭和 34年 5月15日受領）

特別掲載

焼虫駆虫は，虫卵検出手投の加さな点，適当な駆虫薬

の少ない点，焼虫寄生による障害が比較的問題視される

ととが少なかった点等から，従来とれに関する報告はあ

まりみられなかったO 最近ピベラジン製剤が，焼虫駆虫

薬として用いられる様になって以来，とれに関する報告

が諸家によってなされているO 筆者らも焼虫卵検査を行

い，虫卵保有者に対し，ピベラジン製剤を用いて暁虫駆

虫を行ったので，その結果を報告する。

検査対象および方法

1) 対象埼玉県本庄市仁手地区の乳幼児および学童

の全員合計 4Hl名について虫卵検出を行い，虫卵保有者

187名について駆虫を行ったO

2）駆虫薬 ピペラジン製剤であるピペニン錠およ

びピベニン ・シロップ〈いずれもエーザイ製薬〉を用い

たO ピベニン錠は，ピベラジン ・ハイドレート として，

1錠中 200mgを，叉ピベニン ・シロップは，ピベラジ

ン・ハイドレートとして， 1 cc中 100mgを含有する。

3）検査方法暁虫卵検出方法は， N.I.H., Swab, 

Graham Swab （衛生検査指針，Hl50），スコッチ ・テー

プ法， ワゼリン法〈小宮， 11)57), ウスイ式等いろいろ

あるが，筆者らは次の方法て、行ったO すなわち幅18mm

のスコッチ ・テープを約 7cmに切り，その一端をもち，

残り〈約 5cm）の部分を被検者の虹門部に押し当て，約

6好開放置した後直ちにとれをスライド・グラスに貼り

つ：九そのまま 100倍て検鋭した。その結果虫卵数によ

り感染濃度をわけ，会視野中.10個未満を〈十），LO個以

上 100個未満を（朴）， 100個以上を（掛〉とした。なお

*YOSHIO OGINO & **HARUKO ABE; On the 

masstreatment of pinworm with Piperazine (*Na-

tional Institute of Health, Tokyo, *,**Honjo Health 

Center, Saitama Prefecture) 

( 63) 

検体採取は，被検者の保護者を指導して，被検者の起床

直前に行った。

4) 駆虫薬投与法 1週間連続投与とし，怪い朝食を

摂らせておき，午前日時ーから11時の間に服用させ，飲下

するのを確認した。なお下剤は用いなかった。大体6歳

未満のものには飲み易い点を考応に入れて，ピベニン ・

シロップを，それ以上のものにはピベニン錠を用いた0

5) 投与量満年齢から斉藤 ・船川氏（1950うの乳幼

児身体発育状態児子体重（中〉を用いて， ｛本近 1kg＝当

りピベラジン ・ハイドレートrnmgを算出し，これを基

として第1表の如く投与量を定めた。

第 1表年齢別駆虫薬投与量

年 齢 投 与 量

1歳以上 2歳未満 7 cc 

2 II 3 II 8 II 

3 II 4 II 9 II 

4 II 5 II 11 II 

5 II 6 II 12 II 

6 II 7 II 6 錠

7 II 8 II 7 II 

8 II 9 II 8 II 

9 II 10 II 9 II 

JO II 11 II 10 II 

]] ／／ 12 II 11 II 

]2 II 13 II 12 II 

6) 駆虫効果判定連続1週間の薬剤投与後，8日目

から連続1週間前記の方法て焼虫卵検査を行い，1週間

全部陰性者数および最後の 3日関連続陰性者数をみた。

成績

1) 暁虫卵保有率 年齢別の焼虫保育状況は第 2表の
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その内訳は第 6表の如くて、あった。なおとの副作用の有

無およびその種類は，！馬区虫薬投与の第1日日および第 7

「！日（最終投与日〉に，駆虫薬投与1時間後に聴取した。
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通りて、あるO

2) 駆虫効果感染濃度別の駆虫効果は，m・3表およ

び第4表の通りて、あったO 叉年齢 ・性別の駆虫効果は，

第 5哀の通りて、あった。

232 187 計Z』
ロ

J1 II 

]211 
ピペエ〉／錠による感染濃度別駆虫効果

1 1311 
便

計

187 
104 
83 

7 
6 

4 
1 

18 
17 

75 
59 

男
女計最後陽性

円

J

R

U

ヴ
’

5

4

1

 

1
i
q
U
F
O
 

187 187 13 5 35 134 計A 
ロ

後 検

後 3日最後の
陰性み陰性

13 1 

5 3 

4 0 

第 3表

前検便
7日陰性

ワh
M

ヴ
’

o
O

A

せ
っ
u

＋ 

＋＋ 

付＋

面
瀬

顔
紅

倦
怠
一

2
一
一
一

日

一悪
心
一

5
2

一一

一酔

い一

5

2

1

一

［

一
怯
量
一

7

一1
一

3
4

一腹
痛
一

7

2

1

一

一幅一
吐
一
日
一

1
一

一
頭
重
一

部
2

1

一

ロH

一
口
H

口
H

口
H

ロH

－E
臣

官

i

可’’
i

庁’

調

第

第

第

第

定

人

員

必

4

服
用
者
数

m錠シヒ

副作用調査成績第 6表122 9 4 22 87 計

用作高日

薬剤種類

ピペニジシロップによる感染濃度別駆虫効果

便

計

T
i

ロu
n
u
d

q
o
q
A
 

最後陽性

円

。

唱

i

A

U

検

後 3日最後の
陰性み陰性

8 1 

2 0 

3 0 

第 4表

後

7日陰性

n
v
q
A
n
u
 

－A
q

h

 

前検使

＋
H

竹

榊

1 
1 

ヒ.........＝ユシ〆．
γ ロッフ。 65 

按

焼虫保有状況についてはいろいろの報告があるが，宮

川（1958）によれば，近時！廃虫 が如何に濃厚に本邦人

考

65 

3) 副作用 副作用のあったものは，ピベニン錠ては

122名中43名， じ、ベニン・ シロップては65名中 4名て，

4 1 13 47 計

( 64) 
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．に淫浸しているかが伺われると思うと云われてい。小山

う（1959）によれば 24.7%および 30.4%，小川(1951))

二よれば43.4%の保有率があったと報告されているO

筆者らの調査によっても， 焼虫特有率は1回検査で

44.6%であって，かなり高率であると云えよう。

暁虫駆虫効果判定については，既に述べた如く未だ確

立されていない。赤木氏は焼虫の幼虫が感染して後に，

成虫となり産卵するまでの期間が，早くて 7週間約50

’円，追いときは 9週間，すなわち62日と云い Bumbalo

は服薬終了後1週間て同様に検卵を 1週間やるがよいと

去っているく以上宵川， 1958による〉。勿論駆虫薬の駆

虫効果判定には，後検便は厳衝に行われなければならな

いが，実際に焼虫の集団駆虫を行い，その駆虫効果判定

去とする場合， 後検便は 7日間 c7回〉行うという位が

可能の限度ではないかと思われるO この意味て筆者らの

行った後検使の成績をみると，見かけの陰転についても

考慮する必要はあるが， 7日間全部陰性のものを駆虫さ

れたものとすれば，ピベニン錠ては71.3%，ピベニン ・

シロップては72.3%の駆虫率であったととになるO 叉さ

らに駅虫効果判定の基準をゆるめて， 7日間のうち最後

の 8円聞が全部陰性であったものが似虫されたものとす

れば，ピベニン錠てはB9.5%，ピベニン ・シロップては

.92.3%の駅虫率があったととになるO との結果からみる

と，との限りにおいては，ピベニン錠およびピベニン ・

、シロップは，院虫駆虫擦として効果は高く評価されてよ

いと考えるO

副作用をみると，その発現率はピベニン錠35.5%，ピ

ベニン ・シロップ 6.2%で，前者は後者に比べて高かっ

た。しかしその内容を詳細に検討すると，いずれも軽度

て、あって，放置しても間もなく全快しているつしたがっ

てピベニン錠およびピベニン ・シロップとも，とれが焼

虫駆虫薬としてとの刀法て用いられる場合は，充牙使用

可能てあると考えるO

さらにピペニン ・シロップは，シロップとなっている

ため，乳幼児はとの飲用を好み， 1度飲んだものは全員

l週間連用したo

むすび

以上の結果から，われわれが乳幼児および学童につい

て行った調査に関し，次のととが云えるO

1) 暁虫卵保有率は，44.6%であった。

:2) 暁虫卵陰転率は，連続7日間陰性のものピベニン

( 65 ) 
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錠71.3%，ピベニン ・シロップ72.3%，叉最後3円間陰

性のものピベニン錠89.5%，ピベニン・シロップ＼）2.3°0

であった。

3) 副作用発現率は，ピベニン錠35.5%，ピペニン。

シロップ 6.2%て、あったが，いずれも軽度で一過性のも

のであった。

心 したがって以上の点からは＂ピベニン錠およびピ

ベニン ・シロップとも，焼虫駆虫薬として今後大いに用

いられてよいと考える。

稿に終るにあたり御指導御校開いただいた予研寄生虫

部長小宮義孝博士に感謝する とと もに，御援助いただい

た予研寄生虫部の諸兄ならびに本庄保健所職員に感謝す

る。
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Summary 

The survey of the incidence of pinworm infection 

among the baby and children of the primary scho-

ol in the rural district and their masstreatment was 

carried out, and results obtained were as follows : 

The pinworm infection was found in 44.6% one 
time examination by scotch tape technique. 

Pipenin tablet and Pipenin syrup were given at 

a dos of 60-70 mg per kg with pipenin hydrate for 
succesive 7 days. 

On evaluating the effect of ma13streatment by 

the negativisation of pinworm ova the rate of co・
mpletely cured was shown as follows : 

for all 7 days for all the last 
3 days 

Pipenin tablet 71.3% . 89.5% 

Pipenin syrup 72.3% 92.3% 

With the administration of Pipenin tablet the 

secondary reaction was seen 35.5%, and with that 

of Pipenin syrup was seen 6.2%. But all were 
light and transient. 




